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　　　　　物の多様性とはどんな

ものなのか？どうすれば保全され

るのか？という問いは、 私たちの

ような生き物を扱う分野の人なら

誰もが抱くものだろう。

　それについて、本書では、生物

間の関係の多くはそもそも「曖

昧」かつ多義的なものであること

を説き、生物の多様性を保全する

にはどんなことに着目すべきか、

という問いに一つのヒントを与え

てくれる。

　本書では全般を通して、生物の多

様性がどのように成立してきたの

か、生物の多様性とはどんなものな

のかについて、幾つかの具体例を挙

げながら解説している。また筆者

は、生態系について二つの「曖昧」

を挙げている。

　第一に生物どうしの関係は、一対

一には緊密に結びついておらず、条

件次第で大きく変わりうる「曖昧」

なものであること。第二に個々の種

や個体群の歴史の中で、生物間相互

作用が重要な意味を持つのは「非

常」時のごく限られた期間であり、

そのほかの多くの「通常」時に見ら

れる関係は「曖昧」なものであるこ

と。

　その中で私が特に興味を持ったの

可能性が大いにあると言える。この

ような視点は、私たちが生態系を考

える際の重要なポイントである。

　本書は、筆者が雑誌や講演会等で

述べた内容を寄せ集めた形であるた

め、重複する内容が多く見られる

が、次の一文は生物間相互作用を見

いだすための方法として繰り返し述

べられており、生物多様性の保全を

考えるうえで印象深いものであっ

た。

『通常状態における各生物や生物群

集の性質を、一層深く論理的に解析

して、そこに起こっている一見説明

不能な現象を見つける必要があるで

しょう。その「説明不能」の現象こ

そ、進化の歴史を示し、かつ現在の

生物群集を本当に成り立たせている

ものに違いないのですから。』

（本社自然環境調査室・彦坂洋信）

生

は、キャッサバとシロアリとの関係

の例である。

　キャッサバの原産地である南アメ

リカにおいては、シロアリとの長い

共存の結果、キャッサバはシロアリ

に対する忌避物質を分泌する性質を

遺伝的に備えた。しかし、その性質

は全く共存の歴史のないアフリカの

シロアリに対しては効果が無く、

キャッサバはそのシロアリに食われ

てしまうという。

　この例から、現在の種の性質や遺

伝的多様性は、過去の生物間相互作

用によって作られたものであること

が述べられている。このことは、あ

る地域における現在の生育種・生息

種から構成される生態系には、過去

の歴史の中で成り立った生物間相互

作用があることを意味している。ま

た、現在の生物間相互作用が未来の

種・遺伝的多様性の発展につながる
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